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マイクロ空間の物質輸送やエネルギー輸送の効果を利用したマイクロチップとマイク

ロリアクターの技術は原理検証から実証の段階に入っており、バイオ・医療、高分子、環

境、食品等、様々な分野領域への展開・応用がなされているが、素粒子物理学・原子力エ

ネルギー・放射線診断への展開は未開拓で、今後のキラーコンテンツとなりえる。 

 今回、同じクラウンエーテル（DC18C6）（式(1)の L）を用いた水相(aq)・有機相(org)の

2 液液抽出法（式(1)）をカルシウムと同じくリチウム同位体に適用し、－15℃から 45℃

の温度依存性を測定し、Bigeleisen 理論モデル（式(2））との比較評価（下図）をもとに、

フィールドシフトおよび超微細分裂シフトとマスシフトとの比率(各々、－0.039、－

1.6×10-7)を求めた（a,b は各々、4.6×102、0.58）。 
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: a,b はマス効果、フィールド効果各々のスケール因子、T は絶対温度(K)、M,M’は軽重

同位体質量、ΔM はその差、δ<r2>、lnKhf は各々、核の平均二乗半径効果、核スピンに起

因した超微細分裂効果。ε は同位体濃縮係数。 
1/T  (K) ℃ δ<r2> (fm2) ΔM/MM’ α(org)±σ ε(α(org)－1) 
0.003876 －15  

－0.731 
 

0.0238 
0.990±0.005 0.010 

0.003663 0 0.994±0.004 0.006 
0.00339 22 0.991±0.003 0.009 

0.003145 45 0.994±0.005 0.006 
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